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会社情報

社名 エア・ウォーター株式会社

本社所在地 〒542-0081 大阪市中央区南船場2丁目12番地8号

設立 1929年（昭和4年）9月

代表者 代表取締役会⾧ CEO 豊田 喜久夫

資本金 559億円 (2022年3月期)

上場市場 東証1部 札証

連結業績 売上高 10,049億円 (2023年3月期）

グループ会社数 276社/うち連結子会社185社

連結従業員 20,109名 (2023年3月31日現在）



会社の沿革

1929年9月 札幌市において「北海酸素（株）」を設立。設立趣意「人命を救い、北海道の発展に尽くす」
エア・ウォーターが発足するまで



事業ポートフォリオ



AWのパーパス

「地球の恵みを、社会の望みに。」

地域と連携する「地球環境」 くらしに寄り添う「ウェルネス」

気候変動・スマート社会

デジタル＆
インダストリー

人生100年・世界人口の増加

ヘルス＆
セーフティ

エネルギー
ソリューション アグリ＆フーズ



AWの脱炭素取り組み方針

生物多様性

産業ガスで培った技術を活用して世界の課題を解決する

AWの技術開発によって地球課題の解決を目指す

環境汚染 健康志向 働き方改革

循環型社会 世界人口増加 食の安全・安心

気候変動 地域活性化 ダイバーシティ

バイオメタン CO2回収水素 地産地消
ReCO2 station液化バイオメタン (LBM) 地球のめぐみファームしかおい水素ファーム他



バイオガスとは

バイオガス

・家畜ふん尿、汚泥、ゴミなどに代表される有機物をメタン発酵することにより発生するガス
・一般的には50～60％のメタンと40～50％の二酸化炭素からなる合成ガス

出典：環境省「廃棄物・リサイクル対策」
https://www.env.go.jp/recycle/waste/biomass/whatisbiogass.html



バイオマス利用の現状

バイオガス化、堆肥化、
簡易保管における
温室効果ガス排出量
（小野ら, 2006）

廃棄物系バイオマスの賦存量（バイオマス活用推進基本計画より） 消化液活用の効果



北海道内のバイオガスプラントの普及状況

【乳牛頭数と酪農家戸数の推移】

1戸当り飼養頭数 86頭/戸 ⇨ 141頭/戸
（1960年） （2020年）

乳牛ふん尿 100基
豚ふん尿 7基
建設中・予定 10基

【道内のバイオガスプラント建設地】

●2018年以降、乳牛頭数は増加し続け現在82万頭
●しかし、酪農家戸数は減少
➡1戸当り飼養頭数は140頭/戸まで増加

●2000年頃からバイオガスプラントの建設が増加
2017年:約80基、2022年:約120基(道東エリアに集中)

●固定価格買取制度（FIT）を活用した売電目的だが、
電力網が脆弱な地域では導入が進んでいない

地域で生成される未利用エネルギーの有効活用
乳牛ふん尿処理量の増加
➡ 家畜ふん尿処理施設の需要増大



北海道の送電線の例

北海道の多くの電線系統で空容量がなく、売電が困難である

系統空容量情報等の公開・開示について - ほくでんネットワーク (hepco.co.jp)



バイオガスの活用方法

バイオガス発電機で発電

バイオメタン

液化バイオメタン

供給形態 実施例

帯広で実証事業を推進中

利用形態

電気利用

ガス利用

未精製

精製

バイオガス

大樹町で実証試験を実施済み

事業所内で熱源として利用

事業所内で利用

FIT制度での売電

地域レジリエンス活用



LBM実証事業

未利用バイオガスを活用した液化バイオメタン地域サプライチェーンモデルの実証事業
(環境省 令和3-5年度 地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実証事業)

北海道十勝地方（帯広市:センター工場、大樹町:メタン発酵設備）において、
LNGの代替となる「液化バイオメタン（LBM）」の地産地消型サプライチェーンを構築。



LBMの開発のきっかけ

バイオガス
家畜由来
ふん尿

CH4
CO2

メタン発酵

発電

・バイオガスプラントは異臭問題を解決
する手段であり、必要な設備である

・バイオガスから発電するための
発電機が高く、なかなか買えない

・発電をしても、電気を売るための
電線が近くにない

酪農家の声

水下ファーム社⾧



LBM製造工程

液化バイオメタンの製造工程

1
バイオガス精製

2 3
バイオメタン液化バイオメタン輸送

酪農家 LBMユーザー

‣酪農家で発生したバイオガスを粗
分離し、メタン純度約90%のバイオ
メタンを吸蔵容器へ充填。

大樹町 帯広市内

‣吸着剤を充填した吸蔵容器で
ユーザー又はLBM製造プラントへバ
イオメタンを輸送。

‣CO₂,水分を精密に除去し、液
体窒素との熱交換によってメタン
ガスを液化する。

バイオガスプラント 圧縮 粗精製 運搬

メタン濃度99.99％

原料タンク 圧縮 粗精製 液化精製

ボイラー燃料

船舶燃料

ロケット
燃料

車輛
燃料



LBM活用事例(１)

よつ葉乳業(株）十勝主管工場にて、ボイラー燃料として、LBM単体燃料やLNGとの混合燃料を利用。

特⾧
・既存LNG消費設備での利用が可能
・LNGとの混合利用が可能であることを確認

①ボイラー燃料

LNGトラック向け充填設備としてLNGステーションを開発し、2022年度より北海道内で実証試験を開始。

特⾧
・LBMとLNG混合燃料での使用も可能

②車両燃料



LBM活用事例(2)

③船舶燃料

LBMバンカリング（2023年5月15日）

※2023年2月22日 共同プレスリリース商船三井グループLNG船での実証試験を完了。

LBM 70％
LNG 30％
の比率で充填

伊勢湾岸での試験航行に成功

④ロケット燃料

※INTERSTELLAR TECHNOLOGIES社 HPより

民間企業にて、液化メタンを燃料とするロケットを開発中。
2023年度、ロケットエンジン試験用の燃料としてLBMを供給。



バイオメタンサプライチェーンモデルについて

LBMのコストダウンに加え、バイオメタンをガスとして利用するためのサプライチェーンモデルを構築中。

一般住宅
（エネファーム）

学校・役場の空調
（ガスヒートポンプ(GHP)）

CBMｽﾃｰｼｮﾝ
（CNG車・CNGトラクター）

工場燃料
（ボイラー）



バイオメタン製造工程

バイオメタンの製造工程

1
バイオガス精製

2 3
バイオメタン液化バイオメタン輸送

酪農家 LBMユーザー

‣酪農家で発生したバイオガスを粗
分離し、メタン純度約90%のバイオ
メタンを吸蔵容器へ充填。

大樹町 帯広市内

‣吸着剤を充填した吸蔵容器で
ユーザー又はLBM製造プラントへバ
イオメタンを輸送。

‣CO₂,水分を精密に除去し、液
体窒素との熱交換によってメタン
ガスを液化する。

バイオメタンユーザー

• 工場燃料
（ボイラーetc.)

• ロケット燃料
• 船舶燃料
• 車輛燃料

バイオガスプラント 圧縮 粗精製 運搬
• 工場燃料(ボイラー燃料etc.)
• 一般家庭燃料（エネファームetc.)
• 公共施設(空調設備etc.）
• 車両燃料(公用車・CBMｽﾃｰｼｮﾝetc.)



バイオメタン活用事例

①火葬炉燃料
南十勝火葬場にてバイオメタンの利用実証完了。

②工場燃料（予定）
工場発電燃料・製品材料向けのバイオメタンを

パナソニックインダストリーへ2025年以降に供給することを発表。

燃焼の様子バイオメタン供給の様子



しかおい水素ファーム

国内で唯一、家畜ふん尿由来のバイオガスから作られるカーボンニュートラルな水素の製造・販売を実施。



地球の恵みファーム・松本

所在地 :⾧野県松本市

敷地面積:約10,000m²

陸上養殖

メタン発酵発電

農業ハウス

バイオマスガス化発電

AWの多様な事業領域が集まる松本の地で
地球環境事業のかたちの一つとして、「地球の恵
みファーム・松本」を設立。

2024年完成予定



地球の恵みファーム・松本

地域資源 地球の恵みファーム・松本 地域還元

• FIT売電
• 災害用電源

• 蓄熱、売熱

電気

作物

CO2

熱

肥料食品廃棄物

• 農作物の販売
• 魚の販売

• 肥料販売

未利用バイオマス
• 農業利用
• ドライアイス化、
販売

エネルギー・資源の相互利用
（電気・熱・CO2・肥料 ）

バイオ
ガス

発電

バイオマスガス化発電 農業ハウス

メタン発酵 陸上養殖

発電



主要拠点

地球の恵みファーム・松本

しかおい水素ファーム




